
古市
書今昔 絵葉

篠山築城四〇〇年祭記念事業参加として、５枚組の古市今昔絵葉書を発行しました。かつて、昭和７年に古市義士会が絵葉書を
発行し、そのほかにも古市にまつわるものが大正から昭和１０年代にかけて発行されました。今回の絵葉書は、往時の様子を伝え
る写真と、現在の様子を組み合わせてみることにしました。４枚は古市の今昔を、５枚目は未来への伝言としました。

丹波篠山の古市は、江戸時代の初めから交易と宿場の町として栄えてきました。篠山藩へ入る塩や藩から外に出る茶などの重要物品
を扱う問屋が並び、旅人の宿場でもありました。
播州・但馬・摂津・有馬・京都・丹後への交通の要衝でもあり、本陣が置かれました。
明治になっては、いち早く尋常高等小学校が設置され、明治３２年には阪鶴鉄道（現在のＪＲ福知山・宝塚線）が開通し、古市駅が
設置され、貨物の集積駅でもありました。
今も街並みにはその面影を見ることが出来ます。古市の十日戎・地蔵盆・義士祭は、篠山の隠れた三大祭りです。

篠山築城四〇〇年祭事業参加 古市パワーアップ事業実行委員会・古市自治会

2009.8.24地蔵盆にて直売（郵送販売は致しておりません）１組 ￥５００－ （一般頒布は３００組のみ）
＊＊＊＊郵送ご希望の方は、古市在住の知人へご照会してください。＊＊＊＊
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